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◎入園・入学おめでとうございます
◎令和６年度行政区長さんを紹介します
◎令和５年度下半期財政状況を公表します
◎副町長が変わりました
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令和６年度の新入生
棚倉幼稚園 39人
社川幼稚園 10人
近津幼稚園 10人
棚倉小学校 46人
社川小学校 15人
近津小学校 15人
棚倉中学校 93人

４
月
、
暖
か
な
陽
気
に
包
ま

れ
、
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
町
内

の
幼
稚
園
や
小
中
学
校
で
は
、

入
園
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
し
い
園
服
や
制
服
を
着
て

入
園
式
・
入
学
式
に
望
む
臨
む

姿
は
、
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
新

し
い
生
活
に
希
望
と
期
待
を
膨

ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
園
・
学
校

生
活
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

喜
び
と
驚
き
を
経
験
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

入園・入学 おめでとうございます
令
和
６
年
度

入
園
式
・
入
学
式

棚倉幼稚園

社川幼稚園

近津幼稚園

６．５．１

棚倉小学校

社川小学校

近津小学校

棚倉中学校

広報広報
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令
和
７
年
度
棚
倉
町
職
員
〔
行
政
事
務
（
大
学
卒
程
度
）〕

〔
保
健
師
〕
を
募
集
し
ま
す

令和６年度

行政区長さんを紹介します
（敬称略)

　令和６年度行政区長会議が開催され、53名の新区長さ
んに委嘱状が交付されました。地域と町をつなぐパイプ
役として、１年間よろしくお願いいたします。

行政区長連合会

会　長 高田　　昇（２区）

後藤　昌弘（逆川）

副会長 原　　貴弘（富岡）

石井　和幸（寺山）

よろしくお願いします

消防団本団役員 ྩ࿨̒೥݄̐̍೔ʙྩ࿨̔೥݄̏��೔

団　　長（再任）
原　　孝一さん

双ノ平

副 団 長（再任）
沼田　賢次さん

中居野

副 団 長（再任）
緑川　勝人さん

漆　草

副 団 長（再任）
髙橋　三樹さん

西中居

指導部長（再任）
草野　勇雄さん

堤

指導部長（再任）
菊池　忠佑さん

花　園

新採用職員
大河内　優　也

齋　藤　　　弓

梨　本　沙　希

信頼される職員を
目指し、努力し続
けます。

（写真左）

町民の皆様のお力
になれるよう頑張
ります。
（写真中央）

皆様のお力となれ
るよう努めていき
ます。

（写真右）

総 　 務 　 課

健 康 福 祉 課

産 業 振 興 課

⑵
専
門
試
験

試
験
職
種
の
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知

識
お
よ
び
能
力
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

（
資
格
免
許
職
の
み
）

⑶
各
種
検
査

事
務
適
性
検
査
、
性
格
特
性
検
査
、
職
場

適
応
性
検
査

・
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
、
面
接
お
よ
び
小
論
文

な
ど
に
よ
る
試
験
。
日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

・
「
棚
倉
町
ス
マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
の

手
続
き
方
法

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
「
申
込
用
紙
」
で
の
手
続
き
方
法

・
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
役
場
総
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
用
紙
は
、
町
役
場
２
階
の
総
務
課
で
交
付
し
ま

す
。
受
付
期
間
前
で
も
可
能
で
す
。

・
申
込
用
紙
の
郵
便
請
求
方
法

「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
封
筒
に
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
受
付
期
間

5
月
15
日
㈬
〜
6
月
14
日
㈮

・
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

・
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合
は
、
６
月
12
日
㈬
ま

で
に
必
着
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
管
理
係

☎
33
│
２
１
１
１

地区 行政区名 氏　名

棚

倉

一 区 浅賀　正典
二 区 高田　　昇
三 区 佐川　弘治
四 区 鈴木　進一
五 区 武　　洋幸 
六 区 髙村　照隆
七 区 芳賀　邦彦
八 区 阿久津　富夫
九 区 大竹　政寛
十 区 関川　博文
十 一 区 河内　春男
十 二 区 高橋　秀司
十 三 区 柏木　一良
十 四 区 関根　克浩
十 五 区 栗原　真一

社

川

上 台 拜原　光一
板 橋 大塚　　　旬
玉 野 松本　良一

地区 行政区名 氏　名

近

津

山

岡

寺 山 石井　和幸
双 ノ 平 下重　憲広
八槻第１ 武　　博文
八槻第２ 古市　勝美
八槻第３ 堀川　　優
八槻第４ 小島　　剛
八槻第５ 髙橋　明良
八槻第６ 藤 田  福太郎
下 山 本 大塚　義雄
中 山 本 甲賀　　寿
北 山 本 陣野　秀幸
下 手 沢 緑川　喜秋 
上 手 沢 金澤　明德
祖 父 岡 大槻　栄吉
塚 原 藤田　清美
流 武地　義成

山 田 須藤　隆司
岡 田 生方　芳雄

地区 行政区名 氏　名

社

川

一 色 緑川　勇二
福 井 菊地　裕一
堤 草野　光市

逆 川 後藤　昌弘
天 王 内 藤田　篤子
金 沢 内 鈴木　　勲
小 菅 生 須藤　　清

高

野

瀬 ケ 野 大沼　元一
小 爪 武藤　　剛
祝 部 内 近藤　正平
富 岡 原 　 貴 弘
山 際 緑川　孝夫
福 岡 岸波　桂太
強 梨 𠮷田　和重
大 梅 緑川　真樹
漆 草 八木　道郎
戸 中 月井　庄司

〇
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

行
政
事
務

２
名
程
度

保
健
師

１
名
程
度

〇
試
験
場
所

県
立
福
島
西
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
（
福
島
市
方
木
田
字
上
原
37
）

〇
受
験
資
格

・
行
政
事
務

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
大
学
卒
ま
た
は
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
）

・
保
健
師
（
資
格
免
許
職
）

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
方
（
ま
た
は
令
和

７
年
３
月
ま
で
に
保
健
師
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方
）

※
た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

⑴
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
方

⑵
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま

で
、
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
方

⑶
本
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処

分
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
方

⑷
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
日
本
国
憲
法
ま

た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

も
し
く
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

〇
試
験
の
方
法
お
よ
び
期
日

・
第
１
次
試
験

７
月
14
日
㈰

⑴
教
養
試
験

職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
お
よ
び
知

能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

広報広報
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歳 入
予算現額

歳 出
予算現額

収入済額 支出済額

地方交付税
21億6,380万6千円 民 生 費

高齢者、障がい者等の
福祉全般にかかる経費

18億1,156万1千円

21億6,380万6千円 17億5,411万3千円

町 税
19億9,807万8千円 教 育 費

教 育 施 設 の 事 務
事 業 に か か る 経 費

12億7,209万8千円

19億3,569万9千円 12億5,668万3千円

国庫支出金
8億4,805万8千円 総 務 費

町 の 総 括 的 な 事 務
に か か る 経 費

11億6,982万6千円

7億5,796万円 11億4,042万8千円

県 支 出 金
6億921万4千円 公 債 費

町 債 の 償 還 に
か か る 経 費

10億2,274万9千円

4億1,712万2千円 10億2,274万8千円

町 債
5億5,684万4千円 土 木 費

道路、河川、住宅管
理 等 に か か る 経 費

6億5,388万5千円

3,304万4千円 6億2,920万円

寄 附 金
4億8,131万6千円 衛 生 費

健康で衛生的な生活
のためにかかる経費

5億5,477万8千円

4億8,131万1千円 5億4,426万1千円

地 方 消 費
税 交 付 金

3億5,408万8千円 農林水産業費
農業、林業、畜産業
振 興 等 に 係 る 経 費

5億3,491万5千円

3億5,408万8千円 4億654万4千円

そ の 他
9億3,585万9千円 そ の 他

消 防 費、 商 工 費、
議会費、災害復旧費等

9億2,745万1千円

8億4,249万2千円 7億2,293万6千円

歳 入 合 計
79億4,726万3千円

歳 出 合 計
79億4,726万3千円

69億8,552万2千円 74億7,691万3千円

令
和
５
年
度
下
半
期
（
10
月
〜
３
月
）

財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す

棚
倉
町
財
政
状
況
の
作
成
お
よ
び
公
表

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度

下
半
期
に
お
け
る
歳
入
歳
出
予
算
の
現
況

と
執
行
状
況
、
特
別
会
計
、
町
有
財
産
等

の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一 般 会 計
──令和５年度の下半期における予算の状況───────
　上半期予算72億1,417万3千円に7億3,309万円の増額補正を行
い、予算総額は79億4,726万3千円となりました。

──下半期に補正を要した主な事業───────────
ふるさと納税推進事業費や町債の繰上償還に伴う公債費、物

価高騰対応重点支援給付金事業に要する費用などの増額をしま
した。（年度内に完了できなかった事業については、令和６年
度に繰り越して実施します。）

500 0 50100 100
(億円) (億円)

0 5 10 15
(億円)

20 25 0 5 10 15
(億円)

20 25

予算現額
支出済額

予算現額
収入済額
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財政公表（令和５年度予算下半期）

特
別
会
計
上
水
道
事
業
会
計

区　　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 12億6,107万円 11億7,081万5千円 92.84% 12億772万1千円 95.77%
後期高齢者医療 1億5,945万1千円 1億5,833万6千円 99.30% 1億5,807万5千円 99.14%
介 護 保 険 15億6,414万8千円 15億7,550万4千円 100.73% 13億8,692万2千円 88.67%
簡 易 水 道 事 業 5,241万4千円 4,922万4千円 93.91% 4,059万8千円 77.46%
公共下水道事業 3億3,313万4千円 3億2,767万円 98.36% 3億3万9千円 90.07%
農業集落排水事業 8,685万7千円 8,375万8千円 96.43% 7,775万2千円 89.52%
霊 園 整 備 事 業 188万6千円 187万1千円 99.20% 186万2千円 98.73%

収益的収支
収 入 予算現額 収入済額 収入率

3億6,008万9千円 3億6,632万1千円 101.7%

支 出 予算現額 支出済額 執行率
3億4,119万6千円 3億3,462万7千円 98.1%

資本的収支
収 入 予算現額 収入済額 収入率

1億6,644万2千円 1億6,304万2千円 98.0%

支 出 予算現額 支出済額 執行率
2億9,955万6千円 2億9,674万2千円 99.1%

財産および基金 町　　　　債

区　分 土　地
（面積）

建　　　物
木　造
(延面積)

非木造
(延面積)

合　計
(延面積)

本　庁　舎 20,068 ─ 4,157 4,157
その他の行政機関
(警察・消防施設) 2,379 2,142 112 2,254

学 校 156,683 2,655 27,171 29,826
公 営 住 宅 13,835 1,371 9,433 10,804
公 園 62,756 504 34 538
その他の施設 506,636 7,276 28,624 35,900
山 林 309,401 ─ ─ ─
宅 地 23,898 39 ─ 39

計 1,095,656 13,987 69,531 83,518

◎財産の状況 （単位：㎡、３月31日現在) ◎町債の状況 （単位：千円、３月31日現在)

◎基金の状況 （単位：千円、３月31日現在)

■お問い合わせ　総務課　財政係　☎33-2111

区　　分 現　金 その他 計
財 政 調 整 基 金 1,209,858 0 1,209,858
減 債 基 金 177,948 0 177,948
土 地 開 発 基 金 114,927 100,816 215,743
人 材 育 成 基 金 113,182 0 113,182
地 域 振 興 基 金 190,587 0 190,587
公共施設整備･補修基金 1,768,146 0 1,768,146
国民健康保険事業費支払準備基金 68,694 0 68,694
霊園管理運営基金 2,986 0 2,986
福 祉 基 金 88,637 0 88,637
介護給付費準備基金 142,256 0 142,256
スポーツ・レクリエーション基地整備建設基金 148,558 0 148,558
奥野自然活用基金 9,901 0 9,901
中山間ふるさと水と土保全基金 10,028 0 10,028
下水道等普及促進基金 30,070 0 30,070
奨学資金貸付基金 21,245 7,367 28,612
図 書 購 入 基 金 2 0 2
森 林 環 境 基 金 59,341 0 59,341

計 4,156,366 108,183 4,264,549

会
計
名

区　　分 令和４年度末
現 在 高

令和５年度
借入予定額

令和５年度
元金償還額

令和５年度末
現在高見込額

一

般

会

計

１.  普　通　債 1,715,282 550,900 645,209 1,620,973

⑴総 　 　 務 84,050 0 59,870 24,180

⑵農 林 水 産 17,100 53,200 1,360 68,940

⑶商 　 　 工 145,384 60,200 11,373 194,211

⑷土 　 　 木 777,760 156,900 187,048 747,612

⑸住 　 　 宅 23,634 0 10,170 13,464

⑹消 　 　 防 200,569 40,200 26,637 214,132
⑺教 　 　 育 466,785 240,400 348,751 358,434

２.  災害復旧費債 248,601 6,700 55,662 199,639

⑴農林水産施設 109,354 0 38,340 71,014

⑵公共土木施設 121,547 0 15,552 105,995
⑶そ　の　他 17,700 6,700 1,770 22,630

３.  そ　の　他 2,851,958 33,044 310,622 2,574,380

⑴減税補てん債 10,964 0 4,475 6,489

⑵減収補てん債 16,800 0 2,100 14,700
⑶臨時財政対策債 2,824,194 33,044 304,047 2,553,191

計 4,815,841 590,644 1,011,493 4,394,992

特
別
会
計
等

上 水 道 事 業 2,024,236 128,900 122,600 2,030,536

簡易水道事業 138,098 11,200 17,810 131,488

公共下水道事業 1,453,847 108,100 163,375 1,398,572

農業集落排水事業 394,622 74,800 46,086 423,336
計 4,010,803 323,000 349,871 3,983,932

広報広報
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住 民 定 期 健 康 診 査 の お 知 ら せ

■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係）

胃がん検診（胃カメラ検査）の施設検診を実施します

広報広報

保健福祉センターだより

６．５．１

�࣮ ࢪ ݄　6月～令和７年3月
�ର ৅ ऀ　棚倉町に住所がある50歳以上（令和７年３月31日基準）で、令和5年度に町の胃カメラ検
 　　　　　査を受けていない方
�ड਍ྉۚ　2,500円
 　　　　　（ただし令和５年度非課税世帯、70歳以上、がん検診無料クーポン対象者、生活保護世帯の方は無料）
৔ॴ　塙厚生病院または深谷クリニックࢪ࣮�

�ͦ ͷ ଞ　保健福祉センターにおいて、スマート申請システム（インターネット予約）について登録
 　　　　　等のサポートをいたしますのでご相談ください。
 　　　　　※日程や検査受付時間等は変更になる場合があります。

്ްੜපӃ 受診者数：１日１名　検査受付時間　平日：午前８時30分～　土曜日：午前10時30分～

たなちゃんカフェ（認知症カフェ）を開催します
ਂ୩ΫϦχοΫ 受診者数：１日２名　検査受付時間　午前９時30分～

�ड෇ํ๏ ①棚倉町スマート申請システム（インターネット予約）５月16日㈭～５月22日㈬
 　　　　　②電話または保健福祉センター窓口での申し込み　５月23日㈭～　定員になり次第締切

　令和６年度住民定期健康診査を実施します。
　自分の健康状態を確認し、生活習慣病を予防するためにも、年に一度の健診を積極的に受けましょう！

　お茶を飲み、くつろぎながらみんなで認知症について気軽に考えてみませんか。参加を希望する
方はお申し込みください。
�೔ɹఔ　５月29日㈬　午後１時30分～３時  ৔ɹॴ　保健福祉センター和室
�಺ɹ༰　回想法、シナプソロジー   ࢀՃඅ　無料
　　　　 認知症・介護相談、茶話会等  ※社会福祉士や看護師等による相談コーナーもあります。
˙͓໰͍߹Θͤɾ͓ਃ͠ࠐΈ 地域包括支援センター　☎33-7811

変更予約は、棚倉町スマート申請システム（24時間）、電話等で受け付けています。

受診を希望する方は、棚倉町スマート申請システムまたは電話等で予約してください。
˙͓໰͍߹Θͤ
保健福祉センター　☎0247-33-7801
　受付時間：午前９時～午後５時
　※電話が混み合いますのでご了承ください。

○昨年度、住民健診・がん検診を受診した方には、受診日を指定のうえ健診セット（受診券・尿容器
等）を５月下旬以降に送付します。
○国民健康保険加入者の方で昨年度受診されていない方は、健診の対象となりますので受診券を送付し
ます。
○がん検診は、加入している健康保険に関係なく受診できます。（前立腺がん検診は２年に１回の受診
です。）
○対象年齢の方へ「がん検診無料クーポン券」を送付いたしますので、ご利用ください。

午前８時～１0時30分　˻定һ˼１日150名程度೔ఔද˼ؒ࣌৔ॴ˼保健福祉センター　˻ड෇ࢪ࣮˻

住ຽ定߁݈ظ਍ࠪͷड਍೔͸ɺ༧໿੍Ͱ͢ɻ

೔݄ࢪ࣮ ର৅地۠ࢪ࣮ ೔݄ࢪ࣮ ର৅地۠ࢪ࣮
６月26日㈬ 高野地区 ７月５日㈮ ２区・３区
６月27日㈭ 板橋・一色・逆川・金沢内・小菅生 ７月６日㈯ 全地区（比較的空いています）
６月28日㈮ 上台・玉野・福井・堤・天王内 ７月８日㈪ ４区・５区・10区
６月29日㈯ 全地区（比較的空いています） ７月９日㈫ ６区・７区
７月１日㈪ 八槻・中山本・祖父岡・塚原 ７月10日㈬ ９区
７月２日㈫ 寺山・双ノ平・流 ７月11日㈭ ８区・12区・15区
７月３日㈬ 下山本・北山本・下手沢・上手沢・山田・岡田 ７月12日㈮ 13区・14区
７月４日㈭ 1区・11区・堀川・崖ノ上

指定の対象地区で受診が難しい場合

昨年度住民健診を受診されていない場合

棚 倉 町 ス マ ー ト
申 請 シ ス テ ム

手続きはこちらから

月 日 曜日 月 日 曜日 月 日 曜日
６月 ３日、１７日

㈪
９月 ２日、３０日

㈪
１２月 ２日、１６日

㈪７月 １日、２９日 １０月 ７日、２１日 令和７年
１月 ６日、２０日

８月 ５日、１９日 １１月 １８日 ２月 ３日、１７日

月 日 曜日

１１月
９日 ㈯
３０日 ㈯

１２月

２日 ㈪
３日 ㈫
４日 ㈬
５日 ㈭
６日 ㈮
１２日 ㈭
１３日 ㈮
１４日 ㈯
１６日 ㈪
１７日 ㈫
１８日 ㈬

月 日 曜日

６月
８日 ㈯
２２日 ㈯
２９日 ㈯

７月
１３日 ㈯
２７日 ㈯

８月
１０日 ㈯
２４日 ㈯
３１日 ㈯

９月
１４日 ㈯
２８日 ㈯

１０月
１２日 ㈯
２６日 ㈯

月 日 曜日

令和7年

１月

６日 ㈪
７日 ㈫
１０日 ㈮
１１日 ㈯
１６日 ㈭
１７日 ㈮
２１日 ㈫
２４日 ㈮
２５日 ㈯
２８日 ㈫
３０日 ㈭
３１日 ㈮

月 日 曜日

２月

４日 ㈫
６日 ㈭
７日 ㈮
８日 ㈯
１４日 ㈮
１８日 ㈫
２０日 ㈭
２１日 ㈮
２２日 ㈯
２５日 ㈫
２７日 ㈭
２８日 ㈮

３月 ８日 ㈯

広報広報
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行
政
相
談
は
、
役
所
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、
分
か

ら
な
い
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
解

決
の
お
手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

５
月
20
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〇
場
所
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

会
議
室

な
お
、
相
談
委
員
は
い
つ
で
も
自

宅
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
管
理
係

☎
33
│
２
１
１
１

藤田　喜作さん
（強梨字岡ノ内78）
☎35-2026

藤田　和彦さん
（中山本字高瀬101）
☎33-4326

広報広報

インフォメーション
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③
不
服
申
し
立
て
状
況

公
文
書
開
示
決
定
等
に
対
す
る
行

政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
不
服
申
立

件
数
…
１
件

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
管
理
係

☎
33
│
２
１
１
１

①
公
文
書
の
開
示
の
請
求
お
よ
び
申

出
の
状
況
（
件
数
）

②
公
文
書
の
開
示
決
定
等
の
状
況
（
件
数
）

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
介
護

保
険
料
の
額
を
年
間
で
均
等
に
す
る
た

め
、
６
月
と
８
月
の
介
護
保
険
料
額
を

調
整
し
ま
す
。

今
回
の
調
整
で
６
月
と
８
月
の
保
険

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

料
額
が
変
更
と
な
る
方
に
は
、
５
月
末

に
「
令
和
６
年
度
介
護
保
険
料
特
別
徴

収
額
（
仮
徴
収
）
変
更
通
知
書
」
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
６
月
以
降
の
介
護
保

険
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
方
（
特
別
徴
収
）
の

６
月
と
８
月
の
保
険
料
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

令和５年度 令和６年度　年間保険料：72,000円
本徴収 仮　徴　収 本　徴　収
２月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
9,400円 9,400円 9,400円 9,400円 14,600円 14,600円 14,600円

令和５年度 令和６年度　年間保険料：72,000円
本徴収 仮　徴　収 本　徴　収
２月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
9,400円 9,400円 12,500円 12,500円 12,600円 12,500円 12,500円

第５段階の保険料を特別徴収している方

６・８月の仮徴収額（9,400円）と、10・12・２月の本徴収額
（14,600円）で差額が大きい。【差額：5,200円】

６・８月の仮徴収額（12,500円）と、10・12・2月の本徴収額
（12,600円・12,500円）の差額が小さい。【差額：100円～0円】

調整

調整前

調整後

徴収方法例

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

親子でパン作り教室
ルネサンス棚倉の

地図にないパン屋さんによる • 日 時　５月12日（日）10:00～12:00
• 場 所　パルテノン内　食品加工施設
• 定 員　５組
• 料 金　大人　1,000円
• 料 金　子供（3歳～12歳まで）200円
✿持ち物：エプロンと三角巾

■予約受付先　ルネサンス棚倉　☎0247-33-4111

うまくできなくても大丈夫！

散らかしても大丈夫！！

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
あ
る
６
月

１
日
に
合
わ
せ
て
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

６
月
４
日
㈫

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〇
場
所

町
立
図
書
館

会
議
室

〇
そ
の
他

予
約
は
不
要
で
す
。
相
談

　
　
　
　
　
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接

　
　
　
　
　
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
��
│
２
１
１
７

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

؂

ҕ

঺

ࠪ

һ

հ

〇
任

期

令
和
６
年
３
月
29
日
〜

令
和
10
年
３
月
28
日

〇
委
員
構
成
（
敬
称
略
）

代
表
監
査
委
員

加
藤
一
彦

監
査
委
員

和
知
裕
喜

〇
代
表
監
査
委
員

加
藤

一
彦
さ
ん
（
新
任
）

カ
ー
ド
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ア
プ
リ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

県
税
部

課
税
課

☎
０
２
４
８
│
23
│
１
５
１
９

体
の
不
自
由
な
方
な
ど
が
利
用
す

る
軽
自
動
車
で
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

〇
申
請
期
限

５
月
31
日
㈮

〇
対
象
者

身
体
障
が
い
・
戦
傷

病
・
精
神
障
が
い
・
知
的
障
が
い
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
こ
の

方
々
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
同
居
の

家
族
で
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
通
院
、

通
学
な
ど
の
た
め
に
運
転
す
る
方

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

民
生
委
員

〇
開
催
日

５
月
13
日
㈪

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
会

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

５
月
16
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
会

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

お
知
ら
せ

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
５
月
20

日
㈪
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

納
期
限
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。

〇
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
１
期

〇
軽
自
動
車
税
‥
‥
…
…
…
…
全
期

〇
上
下
水
道
料
金
…
…
５
月
例
月
分

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、

ま
た
は
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を

利
用
し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。

※
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
は
、
保
険
料
、

水
道
料
金
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
ス
マ
ホ
決
済
の
場
合
、
納

税
証
明
書
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
必
要
な
方
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

上
下
水
道
課

上
水
道
係

☎
33
│
２
１
１
９

〇
自
動
車
税
種
別
割
…
…
…
…
全
期

金
融
機
関
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

特
設
行
政
相
談
を
行
い
ま
す

今
月
の
納
税
・
納
入

５
月
の
心
配
ご
と
相
談

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の

情
報
公
開
制
度
等
の
実
施
状
況
公
表

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

検
索

実
施
機
関
請
求

申
出

合
計

総

務

課

０

１

１

地
域
創
生
課

１

０

１

税

務

課

０

２

２

住

民

課

１

０

１

産
業
振
興
課

１

０

１

整

備

課

１

０

１

上
下
水
道
課

０

１

１

子
ど
も
教
育
課

２

０

２

農
業
委
員
会

１

０

１

決
定
状
況
請
求

申
出

合
計

決
定（
全
部
開
示
）

３

４

７

決
定（
部
分
開
示
）

４

０

４

〔 行 政 相 談 委 員 紹 介 〕
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地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
非

常
事
態
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

５
月
22
日
㈬

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

防
災
行
政
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
��
│
２
１
１
６

インフォメーション

〇
実
施
日

６
月
２
日
㈰

【
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
】

〇
実
施
方
法

・
行
政
区
ご
と
に
道
路
、
河
川
、
公
園

等
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
（
空
き

缶
、
空
き
瓶
等
）
の
回
収
を
行
い
ま

す
。

・
１
世
帯
あ
た
り
１
名
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
（
身
体
の
不
自
由
な
方

等
、
協
力
が
困
難
な
世
帯
に
つ
い
て

は
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
）

〇
ゴ
ミ
の
処
理
方
法

・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
用
に
配
布
す

る
専
用
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
回
収
し
た
ゴ
ミ
は
分
別
を
行
い
、
各

行
政
区
で
指
定
し
た
回
収
場
所
へ
午

前
８
時
30
分
ま
で
に
置
い
て
く
だ
さ

い
。

・
ゴ
ミ
は
当
日
に
回
収
運
搬
し
ま
す
。

〇
作
業
上
の
注
意

・
安
全
第
一
に
作
業
に
あ
た
っ
て
く
だ

さ
い
。

・
こ
の
作
業
は
、
環
境
の
美
化
活
動
で

す
の
で
、
家
庭
ゴ
ミ
・
粗
大
ゴ
ミ
・

土
砂
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
��
│
２
１
１
６

福
島
県
で
は
県
民
の
皆
さ
ま
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
情
報
や
防
災
情
報
を
簡

単
に
確
認
し
、
迅
速
な
避
難
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
新
し
い
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
福
島
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
」
を

公
開
し
ま
し
た
。

【
福
島
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
の
概
要
】

〇
最
新
の
気
象
情
報
、
道
路
規
制
情
報

や
河
川
の
水
位
情
報
（
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
画
像
含
む
）
、
避
難
情
報
や
避
難

所
開
設
情
報
な
ど
が
地
図
上
に
分
か

り
や
す
く
表
示
さ
れ
ま
す
。

〇
地
図
上
に
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
、
河
川
氾

濫
の
危
険
度
、
道
路
規
制
情
報
、
避

難
所
開
設
情
報
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
最
寄
り
の
避
難
所
ま
で

の
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
認
で
き
ま
す
。

〇
福
島
県
内
の
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
県
や
市
町
村

か
ら
の
緊
急
情
報
や
防
災
に
関
す
る

お
知
ら
せ
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
災
害
対
策
課

☎
０
２
４
│
５
２
１
│
７
１
９
４

環
境
美
化
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林

業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た

退
職
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事

業
主
の
方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林

業
界
を
辞
め
た
時
に
林
退
共
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界

の
退
職
金
制
度
で
す
。

〇
制
度
の
特
徴

・
掛
金
は
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人
で

は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費

と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
│
６
７
３
１
│
２
８
８
９

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

３月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

2
件

死
者
数

0
人

傷
者
数

2
人

物
件
事
故

33
件

新
年
度
に
な
り
、
慣
れ
な
い
道
を

走
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
交

通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
方
は
速
度
を
控
え
め

に
、
周
囲
の
安
全
確
認
を
し
っ
か
り

行
い
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
も
手
を
挙
げ
る
な
ど
運
転

者
に
対
し
横
断
す
る
意
思
を
明
確
に

伝
え
、
安
全
確
認
を
し
て
か
ら
横
断

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

݄̒は
݄ؒڥ؀
です。

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

の
ご
案
内

「
福
島
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
」
で

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

林
業
退
職
金
共
済

検
索

福
島
県

防
災
ポ
ー
タ
ル

検
索

狂犬病予防定期集合注射のお知らせ

令和６年度狂犬病予防定期集合注射日程表

　狂犬病予防法により、生後３ヵ月（91日）以上
の犬は、生涯1度の登録と年1回（原則４～６月）
の狂犬病予防注射が義務付けられています。室内
犬・室外犬を問わず、全ての犬が対象です。
　今年度の狂犬病予防定期集合注射は、下記の日程
で実施します。当日は犬の健康管理のため獣医師に
よる問診が行われますので、町から郵送された問診
票を必ず記入して持参してください。新規登録の場
合は会場に申請書を準備してあります。
　なお、動物病院等で予防注射をした場合は、最寄
りの会場または住民課消防環境係の窓口に「狂犬病
予防注射証明書」を持参し、注射済票の交付を受け
てください。手数料は550円です。
　また、犬が死亡または失踪した場合や、飼い主や
住所の変更があった場合等は届出が必要です。犬の
鑑札を持参して住民課消防環境係の窓口で手続きを
してください。

月日 時　　　間 場　　　所

５
月
18
日
㈯

午

前

8：40～ 8：45 旧棚倉ステークス入口
8：50～ 8：55 瀬ヶ野屯所前
9：05～ 9：10 小菅生 須藤鐵男氏宅前
9：15～ 9：20 金沢内集会所
9：25～ 9：30 天王内集会所
9：40～10：00 堤集会所
10：10～10：15 一色集会所
10：20～10：25 太夫内ゴミ収集所前
10：30～10：40 玉野屯所裏
10：45～10：50 福井集会所前
10：55～11：15 社川コミュニティセンター
11：20～11：25 上台集会所向
11：35～12：05 役場北側駐車場

午

後

13：30～13：35 山際集会所
13：40～13：45 強梨生活改善センター
13：50～13：55 高内 鈴木初代氏宅前
14：05～14：10 大梅多目的集会施設
14：15～14：20 曲屋 近藤欣也氏宅前
14：25～14：30 福岡集会所
14：35～14：40 下手沢多目的集会所
14：45～14：50 中山本（下）集会所
14：55～15：00 平塩 伊下高士氏宅前
15：10～15：20 下山本多目的集会施設
15：25～15：30 高渡ゴミ収集所前（藤田砿業側）
15：40～15：45 双ノ平集会所前

月日 時　　　間 場　　　所

５
月
19
日
㈰

午

前

8：40～ 8：45 馬場集会所前
8：50～ 9：00 日向前ニュータウン公園前
9：05～ 9：10 富岡多目的集会施設
9：15～ 9：30 14区コミュニティセンター
9：40～ 9：50 図書館駐車場
10：00～10：15 社川コミュニティセンター【再】
10：25～10：35 花園集会所
10：40～11：00 総合体育館南側
11：15～11：25 岡田生活改善センター
11：30～11：40 山田多目的集会施設
11：55～12：00 仁公儀旧田中ファーム前

午

後

13：30～13：40 祖父岡集会所前
13：45～14：00 城跡南側駐車場
14：05～14：10 関口石安米肥倉庫前
14：15～14：20 上流集会所
14：25～14：35 下流集会所
14：45～14：55 寺山集会所前（旧公民館近津分館）
15：00～15：10 八槻2，3区多目的集会施設
15：15～15：20 八槻４区多目的集会施設
15：25～15：30 八槻５区多目的集会施設
15：45～16：15 役場北側駐車場【再】

インフォメーション

料　　金
●今回登録する場合
　１頭につき　　　　　　　　　6,250円
　（内訳）登録料　　　　　　　3,000円
　　　　　予防注射料　　　　　2,700円
　　　　　注射済票交付手数料  　550円

●すでに登録している場合
　１頭につき　　　　　　　　　3,250円
　（内訳）予防注射料　　　　　2,700円
　　　　　注射済票交付手数料  　550円
˞ͭΓમͷͳ͍Α͏ʹ४උ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

■お問い合わせ
　住民課　消防環境係　☎33-2116
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インフォメーション

難
聴
児
の
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に

お
け
る
健
全
な
発
達
の
支
援
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
身
体
障
が
い

者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
の
保
護
者
に
対
し

て
、
補
聴
器
購
入
等
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
交
付
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
��
│
２
１
１
７

自
主
防
災
組
織
と
は
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自

覚
・
連
帯
感
に
基
づ
き
、
災
害
に
備
え

自
主
的
に
結
成
し
、
活
動
す
る
組
織
の

こ
と
で
す
。
日
頃
は
、
防
災
訓
練
や
防

災
知
識
の
普
及
に
関
す
る
活
動
、
災
害

時
に
は
負
傷
者
の
救
出
・
救
護
活
動
な

ど
を
行
い
、
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防

災
活
動
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
結
成
を
検
討
さ
れ
て
い

る
行
政
区
は
、
住
民
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〇
補
助
金
額

結
成
時

１
万
円
〜
５
万
円

　
　
　
　
　
（
世
帯
数
に
よ
る
）

訓
練
等
の
防
災
事
業

５
千
円
〜
３
万
円
／
１
回

（
参
加
人
数
に
よ
る
）

防
災
資
機
材
購
入

経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
年
上
限
10
万
円
）

※
消
火
用
具
、
救
助
工
具
、
救
護
用

具
、
非
常
用
食
糧
品

防
災
倉
庫
購
入

経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
10
万
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
��
│
２
１
１
６

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を

支
援
し
ま
す

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器

購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

インフォメーション

補
助
・
助
成

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
や
示
談
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
場
所

福
島
県
庁

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
本
庁
舎
２
階
）

〇
相
談
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

※
午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
（
平
日
）

〇
巡
回
相
談
（
要
予
約
）

交
通
事
故
相
談
員
が
各
合
同
庁
舎
に

出
向
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
詳
し

く
は
福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
民
広
聴
室

☎
０
２
４
│
５
２
１
│
７
０
１
３

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
４
│
５
２
１
│
４
２
８
１

　町ではひとり親家庭の生活安定を支援するため、福島県が実施しているひとり親家庭の父または母への
就業支援事業を利用する方に対し、資格取得などに係る受講費用を補助しています。
　補助金を申請する際は、事前にご相談ください。

〇対象者　①～③のすべての要件に該当する方
①福島県の「福島県高等職業訓練促進給付金等事業」または「福島県自立支援教育訓練給付金事業」の
支給決定を受けている方

②申請日時点で棚倉町に住民登録のあるひとり親家庭の父または母で、現に20歳未満の子を養育して
いる方

③受講終了後も棚倉町で子育てを行う予定の方

■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎33-2117　　福島県児童家庭課　☎024-521-7176

棚倉町ひとり親家庭生活安定支援事業

以下共通

　ひとり親家庭の父または母が、看護師、准看
護師、介護福祉士などの資格取得のため、養成
機関で１年以上修業する場合、福島県では生活
費（非課税世帯10万円、課税世帯７万500円）
を支給する「福島県高等職業訓練促進給付金等
事業」を実施しています。町では、この制度を
利用する方に対し、さらに入学金や授業料など
の費用の一部を補助します。

　ひとり親家庭の父または母が、就職に有利に
なるように、大型自動車免許、介護職員初任者
研修や医療事務などの指定されている教育訓練
講座を受講した際に、福島県では受講費用の60
％を助成する「福島県自立支援教育訓練給付金
事業」を実施しています。町では、この制度を
利用する方に対し、さらに受講費用の一部を補
助します。

棚倉町ひとり親家庭
高等職業訓練促進事業補助金

棚倉町ひとり親家庭
自立支援教育訓練事業補助金

白
河
消
防
本
部
管
内
で
、
防
火
管
理

者
と
し
て
、
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

〇
講
習
日

前
期
…
７
月
18
日
㈭
〜
19
日
㈮

後
期
…
11
月
７
日
㈭
〜
８
日
㈮

〇
申
込
期
間

前
期
…
５
月
30
日
㈭
〜
６
月
６
日
㈭

後
期
…
９
月
19
日
㈭
〜
26
日
㈭

〇
講
習
場
所

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
大
研
修
室

（
西
郷
村
大
字
熊
倉
字
折
口
原
76
番
地
１
）

〇
申
込
方
法

日
本
防
火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
直
接
申
込
い
た
だ
く
か
、

申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人
日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
��
│
６
２
６
３
│
９
９
０
３

　
　
��
│
６
２
７
４
│
５
９
７
７

・
講
習
会
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人
福
島
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
４
│
５
２
９
│
７
１
２
０

危
険
物
製
造
所
等
に
お
い
て
、
危
険

物
の
取
扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危

険
物
取
扱
者
は
、
消
防
法
に
よ
り
講
習

を
受
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

〇
講
習
日

令
和
６
年
７
月
４
日
㈭

〇
受
講
対
象
者

危
険
物
取
扱
者
の
免
状
を
お
持
ち

で
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
さ
れ

て
い
る
方
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る

方
・
令
和
３
年
以
前
に
保
安
講
習
を
受
講

後
、
ま
だ
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

・
新
た
に
危
険
物
取
扱
業
務
に
従
事
す

る
方
で
、
業
務
に
つ
い
た
日
か
ら
１

年
以
内
の
方
（
資
格
取
得
か
ら
２
年

目
ま
で
は
受
講
義
務
な
し
）

〇
申
込
方
法

福
島
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

５
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人
福
島
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会

☎
０
２
４
│
５
７
３
│
９
６
０
０

交
通
事
故
相
談
の
お
知
ら
せ

防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
を
開
催
し
ま
す

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

〇
受
験
申
込
受
付
期
間

令
和
６
年
６
月
14
日
㈮
〜
26
日
㈬

〇
受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

〇
そ
の
他

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
│
２
２
１
│
２
０
２
２

国
家
公
務
員
（
税
務
職
員
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

福
島
県

交
通
事
故
相
談

検
索

国
家
公
務
員
試
験

検
索
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〇
募
集
住
宅

南
町
東
団
地

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

６
戸

（
昭
和
54
年
建
築

簡
易
耐
火
２
階
建
）

棚
倉
字
南
町
１
４
５
番
地

〇
申
込
期
限

５
月
14
日
㈫

午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期

６
月
１
日
㈯

〇
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
��
│
２
１
１
４

インフォメーション

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
57
│
５
３
１
０

おはなしルーム
〇
日
時

６
月
７
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
雨
の
お
話
〜

（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

６
月
11
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

楽
し
く
作
ろ
う
（
カ
エ
ル
作
り
）

〇
そ
の
他

20
日
㈭
・
27
日
㈭
は

　
　
　
　
　
　
プ
チ
す
く
す
く

棚
倉
町
チ
ー
ム
選
手
を

　
　
　

随
時
募
集
し
ま
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

生
涯
学
習
課

体
育
振
興
係

（
棚
倉
町
総
合
体
育
館
内
）

☎
33
│
３
１
６
０

野　　　球
・
開
催
月

９
月

・
参
加
資
格

⑴
令
和
６
年
７
月
１
日
時
点
で
棚
倉
町

に
居
住
の
方
。（
高
校
生
以
下
の
参
加

は
不
可
）

⑵
町
外
在
住
で
も
棚
倉
中
学
校
卒
業

者
は
、
ふ
る
さ
と
選
手
と
し
て
参

加
で
き
ま
す
。

ソフトボール
・
開
催
月

10
月

・
参
加
資
格

⑴
令
和
６
年
７
月
１
日
時
点
で
棚
倉
町

に
居
住
の
方
。（
高
校
生
以
下
の
参

加
は
不
可
）

⑵
町
外
在
住
で
も
棚
倉
中
学
校
卒
業

者
は
、
ふ
る
さ
と
選
手
と
し
て
参

加
で
き
ま
す
。

駅　　　伝
・
開
催
月

11
月

・
コ
ー
ス

白
河
市
総
合
運
動
公
園
〜

　
　
　
　
　
　
福
島
県
庁
（
約
95
㎞
）

・
参
加
資
格

⑴
令
和
６
年
９
月
１
日
時
点
で
棚
倉
町

に
居
住
の
方
。
た
だ
し
、
学
生
・
生

徒
は
保
護
者
が
棚
倉
町
に
住
ん
で
い

れ
ば
参
加
可
。

⑵
町
外
在
住
で
も
棚
倉
中
学
校
卒
業

者
は
、
ふ
る
さ
と
選
手
と
し
て
参

加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

６
月

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
町
村
対
抗
各
種
大
会
の
選
手
を
、

左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室��
（
場
所：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

５
月
９
日
㈭・
23
日
㈭
午
後
７
時
〜

健
康
吹
矢
教
室  

※

５
月
10
日
㈮・
17
日
㈮・
24
日
㈮

午
前
10
時
〜

卓
球
教
室  

※

５
月
11
日
㈯・
25
日
㈯
午
前
10
時
〜

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室  （
場
所：
町
立
図
書
館
）

５
月
23
日
㈭

午
後
７
時
30
分
〜

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室  

※

５
月
14
日
㈫・
21
日
㈫・
28
日
㈫

午
前
10
時
〜

ゴ
ル
フ
教
室  （
場
所：
花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

５
月
14
㈫・
28
日
㈫

午
後
６
時
〜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室  

※

５
月
21
日
㈫

午
後
７
時
〜

ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

※

５
月
18
日
㈯

午
前
10
時
〜

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室  （
場
所：
棚
倉
運
動
広
場
）

毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜

雨
天
中
止

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室  

※

５
月
16
日
㈭・
30
日
㈭

午
前
10
時
〜

キ
ッ
ズ
教
室  

※

５
月
16
日
㈭・
30
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室  （
場
所：
町
立
図
書
館
）

５
月
17
日
㈮・
24
日
㈮・
31
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

インフォメーション

〇
募
集
期
限

5
月
31
日
㈮
ま
で

〇
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

〇
募
集
テ
ー
マ

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
関
す
る
こ
と
」

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
通
じ

て
、
地
域
に
広
が
る
「
優
し
さ
や
支

え
合
い
の
輪
」
や
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
自
由
に
考
え
て
く
だ
さ

い
。

〇
応
募
方
法

・
応
募
用
紙
は
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
あ
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
１
人
１
点
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
共
同
募
金
委
員
会

（
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
��
│
２
６
２
３

町
教
育
委
員
会
で
は
、
大
学
及
び
高

等
学
校
に
在
学
す
る
町
内
（
出
身
者
を

含
む
）
の
学
生
・
生
徒
を
対
象
に
貸
与

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
人
員
お
よ
び
奨
学
資
金

・
大
学
（
大
学
院
・
４
年
制
・
６
年
制
・
短
期
）

１
〜
２
名

月
額
５
万
円
以
内

・
高
等
学
校

１
〜
２
名

月
額
１
万
５
千
円
以
内

〇
応
募
資
格

・
大
学
ま
た
は
高
等
学
校
に
在
学
し
、

品
行
方
正
で
学
術
に
優
れ
、
身
体
が

健
康
で
あ
る
こ
と
。

・
大
学
ま
た
は
高
等
学
校
入
学
前
に
１

年
以
上
棚
倉
町
に
住
所
を
有
し
て
い

た
こ
と
。

・
国
や
県
、
あ
る
い
は
他
の
団
体
か
ら

奨
学
資
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

〇
願
書
提
出
期
間

・
６
月
３
日
㈪
〜
８
月
30
日
㈮
ま
で

（
平
日
の
み
）

〇
提
出
書
類

・
願
書
、
推
薦
調
書
、
戸
籍
抄
本
、
健

康
診
断
書
、
全
世
帯
員
の
所
得
証
明

書
（
令
和
６
年
度
）

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
教
育
課

教
育
総
務
係

☎
��
│
７
８
８
１

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集
！

「
人
生
な
ん
て
き
っ
か
け
ひ
と
つ
」

棚
倉
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募　
　
　

集

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
開
発
途
上
国
で
、
現
地

の
人
々
と
一
緒
に
生
活
を
し
な
が
ら
、

互
い
に
学
び
あ
い
、
人
づ
く
り
国
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

〇
応
募
受
付
期
間

５
月
17
日
㈮
〜
７
月
１
日
㈪

〇
募
集
説
明
会

・
日

時

６
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
（
入
退
場
自
由
）

・
会

場
郡
山
労
働
福
祉
会
館
２
階

　
　
　
　
　
第
３
・
４
会
議
室

・
参
加
費

無
料

・
予

約

不
要

・
そ
の
他

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
東
北
（
業
務
委
託
先
）

☎
０
２
２
３
│
��
│
９
８
５
１

㈱はなよし 通夜会場（宿泊可能）

＜事前相談・さくらの会入会は＞
＜葬儀社を決めていない困った時の連絡＞

「れんぎょう」「ゆきやなぎ」２カ所完備

0120-74-1446
ăùûؒ࣌ą˰ホームページ͔Β΋͓ਃࠐΈͰ͖·͢

「さくらの会」会員募集中
【斎場】フューネスさくら棚倉館

ご葬儀のことなら

ご葬儀
割引

お供物代
割引

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

検
索

　

☎
０
２
２
３
│
��
│
９
８
５
１
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まちの話題

副町長が変わりました

広報広報

19 ６．５．１

先
の
３
月
定
例
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
会
の
ご
同
意
を
頂
き
、

４
月
１
日
付
け
で
副
町
長
を
拝
命

し
た
渡
邉
崇
史
（
わ
た
な
べ

た

か
し
）
と
申
し
ま
す
。
棚
倉
町
の

振
興
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
私
は
43
歳
、
郡

山
市
出
身
で
あ
り
ま
す
。
平
成
15

年
に
福
島
県
職
員
に
採
用
と
な
り
、

人
事
、
地
域
づ
く
り
、
保
健
福
祉

関
係
の
企
画
立
案
業
務
な
ど
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
人
脈
を
活
か
し
な
が

ら
、
県
と
町
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

積
極
的
に
調
整
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
双
子

の
息
子
が
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
い
た
た
め
、
棚
倉
キ
ッ
ズ
さ
ん

私
は
、
こ
の
た
び
、
３
月
31
日

を
も
っ
て
棚
倉
町
副
町
長
の
職
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。
在
任
中
、

町
民
の
皆
様
方
か
ら
賜
り
ま
し
た

公
私
に
わ
た
る
ご
支
援
、
ご
協
力

に
心
よ
り
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
未
曽
有
の
大
災

害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
の
平
成
23
年
４
月
１
日
に
副

町
長
を
拝
命
し
、
地
震
災
害
に
対

す
る
復
旧
、
復
興
の
取
り
組
み
と

並
行
し
て
、
東
京
電
力
第
１
原
子

力
発
電
所
事
故
後
の
対
応
に
始
ま

り
、
令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た

台
風
19
号
に
よ
る
大
規
模
災
害
に

係
る
復
旧
事
業
へ
の
対
応
、
さ
ら

に
は
令
和
２
年
に
確
認
さ
れ
、
瞬

く
間
に
世
界
中
に
感
染
が
拡
大
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
行

政
に
は
な
い
新
た
な
対
応
が
求
め

ら
れ
た
13
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

と
の
練
習
試
合
の
後
、
家
族
で
町

を
観
光
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
環
境
や
伝
統
文

化
に
加
え
、
町
民
の
皆
様
の
お
人

柄
が
温
か
い
こ
の
町
で
、
こ
れ
か

ら
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
第
６
次
棚
倉
町
振
興

計
画
の
最
終
年
度
で
す
。
基
本
理

念
で
あ
る
「
住
民
が
主
役
の
ま

ち
」
、
「
安
心
で
優
し
い
ま
ち
」
、

「
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
ま
ち
」

の
実
現
、
さ
ら
に
は
第
７
次
計
画

の
策
定
な
ど
今
後
を
見
据
え
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
湯
座

町
長
の
も
と
、
町
議
会
議
員
の
皆

様
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
う
し
た
想
定
を
超
え
る
よ
う

な
事
象
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
関
係
各
位
の
ご
尽

力
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
謹
ん
で

棚
倉
町
の
限
り
な
い
発
展
と
、
町

民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

新
副
町
長

　
　
渡
邉

崇
史

前
副
町
長

鈴
木

敏
光

掲載した写真を差し上げます。
身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33-2112 Photos

■お問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）

　☎33－0111　FAX33－9611

春のさつき等盆栽展
丹精込めて仕立てた盆栽を展示します。お気軽にお越しください。

 期　日　６月７日㈮～９日㈰
 時　間　午前９時～午後４時　※９日㈰は午後３時まで
場　所　町立図書館（多目的ホール）
 主　催　棚倉町盆栽愛好会
 共　催　棚倉町文化団体連絡協議会

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～

▲沼野百華さん（最前） ▲須藤来望さん ▲小林結さん

▲近藤歩華さん（右）

▲小林芽生さん（背番号18番）

　「第３回極真全日本ジュニアファイナルカップ」に出場した近
こんどう
藤歩

あゆ

華
か
さん（棚倉中学校３年・当時）、「全国高等学校柔道選手権大会」

に出場した沼
ぬま
野
の
百
もも
華
か
さん（学法石川高校２年・当時）、「2023年度全

国中学校ゴルフ選手権春季大会　文部科学大臣楯争奪　第44回個人の
部」に出場した須

す
藤
とう
来
く る み
望さん（棚倉中学校３年・当時）、「第17回春

季全日本小学生女子ソフトボール大会」に出場した小
こ
林
ばやし
芽
め い
生さん（棚

倉小学校４年・当時）、小
こ
林
ばやし
結
ゆい
さん（棚倉小学校４年・当時）に激励

金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

広報広報
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まちの話題

　農作物の凍霜害を未然に防止し、農業の経営
安定化を図るため、棚倉町防霜対策本部を設置
しました。設置期間は５月31日までで、防災行
政用無線で霜注意報をお知らせするなど、凍霜
害防止のため、必要な対策を行います。

　昭和15年３月28日に発生した棚倉大火にあ
わせ、「火伏せの神」を祀る秋葉神社において、
無火災祈願が行われました。当日は、神事が行
われた後、湯座町長と原消防団長の手で無火災
祈願のだるまに目が入れられました。参加した
町関係者や消防団員は、今年の無火災を祈願し、
予防消防の強化を誓いました。

　災害用トイレトレーラー導入に向けたクラウドファンディングの結果、福島県内をはじめ、全国各
地の多くの皆様からのご支援・ご協力により、目標金額800万円に対し、1,200万円を超える寄付金
が集まりました。心より感謝申し上げます。
　皆様から頂いた寄付金により、災害用トイレトレーラーを導入しました。今後は、本町の防災力の
強化や被災地支援に活用させていただきます。
　４月15日㈪には、石川県珠洲市長より災害派遣トイレネット
ワークプロジェクト「みんな元気になるトイレ」事務局に対し
災害用トイレトレーラーの派遣要請があったことから、被災地
支援のため、トイレトレーラーを派遣をしました。

〇派遣期間　４月19日～７月31日予定
〇派 遣 先　石川県珠洲市飯田町
〇活動内容　被災地域におけるデイサービスの再開および
　　　　　　ボランティア団体、周辺住民のためにトイレ
　　　　　トレーラーを設置し被災者支援を行う

【災害派遣トイレネットワークプロジェクトとは】
　「全国の自治体が１台ずつトイレトレーラーを配備し、被災地に全国から集結できたなら、災害時
に深刻化するトイレ問題を大きく解決できるはず」という主旨に賛同し、トイレトレーラーを整備し
た自治体が参加するネットワークです。災害派遣トイレネットワークプロジェクトは、一般社団法人
助けあいジャパンが主体となり、全国の自治体へネットワークの参加を呼びかけています。

■お問い合わせ　住民課消防環境係　☎33-2116

凍霜害に注意してください無火災を祈願

たくさんのご支援・ご協力ありがとうございました！

3
28 日

月

3
25 日

月

なすしおばら
L FE

愛犬と過ごす

今春オープンしたばかりの、和モダンをコンセプトにした
4組限定のプライベートグランピング施設。4棟のうち1棟
は愛犬と泊まれるドームテントになっており、BBQ設備付
きのテラスや散歩ができるドッグエリアもあります！　
愛犬と自然の中で心落ち着くキャンプ体験をし
てみてはいかがでしょうか。
（那須塩原市関谷1093-2）

NAGOMI CAMP

愛犬と一緒にカヤック・SUP体験をしま
せんか？　那須高原から最も近い、自
然が豊富な板室温泉のダム湖を舞台に
実施。普段着のままライフジャケット
を着用し、気軽に体験を楽しめます。
犬用ライフジャケットも多数そろえて
いるので、小型犬から大型
犬まで参加OK ！　写真撮
影の無料サービスも
（板室（幾世橋駐車場））

Nature Planet
那須ガーデンアウトレットには、愛犬
と楽しめる店舗がいっぱい！　抱っこ
やキャリーで入れるお店がほとんどで、
リードのまま入れるお店もあります。
愛犬に似合う服を選んだり、おいしい
ご飯を食べたり…。広々とした通路で、
のびのびとお散歩も楽しめ
ます。普段とは違ったお出
かけを満喫しませんか。
（塩野崎184-7）

那須ガーデンアウトレット

平成26年1月、栃木県（大田原市・那須塩原市・那
須町・那珂川町）・福島県（棚倉町・矢祭町・塙町）・

住自立圏域』が形成されました。圏域の地域活性化
につなげる取り組みの一環として、

。すましけ届おを報情RPの町市域圏

八溝山周辺地域
定住自立圏
ホームページ

　　　　この記事は八溝山周辺地域
　　　　定住自立圏の連携事業です

圏域内で開催される
イベント情報などは
こちらで確認できます。

創業55周年を迎えた老舗のカフェ。
ペットOKの席もあり、愛犬と一緒に食
べられるケーキも販売しています。オー
ダーメイドの誕生日ケーキなども依頼
可能！　特別な日からそうでない日ま
で、愛犬との日常に取り入れてはいか
がでしょうか。ペット席は
電話予約してください。
（西三島2-156-24）
☎0287（36）0483

お菓子工房エータロー

泊まる

遊ぶ

Instagramホームページホームページ

買い物 食べる

ワンちゃん用アメニティも揃ってます♪

　　　　この記事は八溝山周辺地域
　　　　定住自立圏の連携事業です

ホームページ

広報広報
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みんなのひろば 町民リレー 284

◆氏名…菊地　智子さん（写真中央）
◆住所…宮下
◆職業…会社員
◆趣味…テニス

岩
崎
祐
文
さ
ん
か
ら
バ
ト

ン
を
受
け
取
り
ま
し
た
菊
地

智
子
と
申
し
ま
す
。

岩
崎
さ
ん
と
は
、
テ
ニ
ス

繋
が
り
で
18
年
の
付
き
合
い

に
な
り
ま
す
。

私
が
ま
だ
若
い
頃
（
笑
）

職
場
の
先
輩
に
誘
わ
れ
硬
式

テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
５

年
後
、
結
婚
を
機
に
一
時
休

止
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
８

年
後
娘
が
３
歳
に
な
り
、
ル

ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
で
再
開
し
ま
し

た
。
子
供
が
寂
し
が
る
時
も

あ
り
、
自
分
も
病
気
を
し
た

り
、
怪
我
を
し
た
り
、
仲
間

と
の
別
れ
も
あ
り
何
度
も
辞

め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
家
族
は
決
ま
っ
て

「
お
母
さ
ん
辞
め
な
い
で
続

け
な
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
お
陰
で
今
と
な
っ
て

は
、
楽
し
い
趣
味
と
な
り
ま

し
た
。
色
々
な
人
と
出
会
い
、

試
合
へ
行
っ
た
り
、
年
に
何

度
も
会
え
な
い
仲
間
と
い
つ

も
変
わ
ら
ず
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
お
茶
を
し
た
り
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
私
が
職
場
の

子
２
人
を
誘
い
、
一
緒
に
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
子
ほ
ど
歳
の
差
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
共
通
の
話
題

も
あ
り
、
若
い
子
か
ら
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
様
で
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
…
今
ま
で
テ
ニ

ス
が
出
来
た
こ
と
、
仲
間
が

い
る
こ
と
、
テ
ニ
ス
が
出
来

る
環
境
が
あ
る
こ
と
、
30
年

以
上
続
け
て
こ
れ
た
こ
と
、

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
と
何
年
続
く
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

少
し
で
も
若
く
健
康
や
体
力

を
維
持
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　棚倉町に来てから早いもので4ヵ月が経ちました。まだ慣れないことも多いですが、棚倉町民として馴染んでい
けるよう頑張っています。
　さて、現在私は図書館や小学校で活動していますが、たまにおすすめの本はなんですかと聞かれることがあり
ます。そこで今回は、私のおすすめから「美味しい」小説を３冊紹介します！
��ʮࣣ౓স͑͹ɺ࿀ͷຯʯݹ໼Ӭ�ౝࢠ�ஶ
　日向桐子は、容姿へのコンプレックスから社会に馴染めず、職場ではいつも孤立しています。世間や家庭に
疲れ傷つく彼女の前に現れたのは、不良老人で料理上手なイケオジ！？
　桐子の前に現れる個性的な登場人物の魅力もさることながら、作中で作られる料理の美味しそうなことと
言ったら！やさしく包み込むような料理を食べるうちに、次第に桐子の人生が花開いていきます。どんな料理
が出てくるか、恋の行方とともにぜひ読んでみてください。
��ʮϥϯνͷΞοίͪΌΜʯ༘໦�ຑࢠ�ஶ
　恋人に振られ、職場にも居場所がない三智子。そんな彼女に課せられたのは、部長の黒川アッコ女史が指定
するランチを一週間食べること。指令に振り回されるうちに、次第に未来が開けていきます。
　表題作の「ランチのアッコちゃん」他3編が収められた連作短編集です。派遣社員として奮闘する三智子、高
校時代の華やかさとのギャップに悩む野百合、退職した新入社員を憎々しく思う雅之。自分の生き方に悩む彼
らを、アッコさんと素敵な料理たちが癒します。
��ʮϚΧϩϯ͸ϚΧϩϯʯۙ౻ܙ࢙��ஶ
　フレンチを提供するビストロ「パ・マル」では、日々多くのお客様が来店します。一期一会の出会いもあれ
ば、足しげく通う常連客も。ただし、心にはほんの少しの秘密を抱えて。
　フレンチレストランを舞台にした短編ミステリー集です。今作は〈ビストロ・パ・マル〉シリーズの３作目。
フレンチになじみがないと知らない料理が沢山登場し、目次はさながらレストランのメニュー。表題作含め８
編の料理があなたを迎えます。ぜひ謎と料理を味わってください。

お
名
前

野
村

秀
昭
さ
ん

住

所

金
沢
内

次
回
紹
介
者

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、地域創生課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

米寿を迎えました

塩田　榮作さん
（宮　下）

昭和11年４月10日生

丹野　昌美さん
（花　園）

昭和11年４月17日生

熊田喜代子さん
（堂ノ前）

昭和11年４月８日生

山口　師子さん
（風呂ケ沢）

昭和11年４月21日生

緑川マツエさん
（山　際）

昭和11年４月24日生

この度、人事異動により広報担当となりました。これから広報活動を通して、棚倉町の良いところを沢山町民の皆様に発
信していきたいと思います。よろしくお願いいたします。（大竹）

編集後記

人の動き 令和６年４月１日現在
人口　12,919人（－59人）　世帯数　5,108世帯（＋２世帯）　男性　6,392人（－18人）　女性　6,527人（－41人）

おめでた（３月中の届け出）

両親の名 出生児 住   所
我妻真一郎・美　沙 燈　弥（とうや）中居野
藤田　龍児・ほのか 紬　獅（じゅうら）中居野
安住　浩平・美　咲 律　希（りつき）丸　内
緑川　琢美・明　美 　香（れいか）関　口

おくやみ（３月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
沢ミツイ 97 新 町 宗田　定良 75 古 町
阿部ヨウ子 80 中居野 芳賀キミ子 87 関 口
佐藤　芳男 89 北 町 大森みや子 94 関 口
藤田　和江 67 北 町 小針　良夫 89 関 口
藤田　武夫 86 観音向 吉田ミツエ 85 玉 野
関　　　泰 86 舘ケ丘 藤成　アキ 90 富 岡
塩田トミ子 98 舘ケ丘 寺島　久男 77 八 槻
陣野　トメ 94 舘ケ丘 木ケイ子 91 流
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２月の健診で撮影させていただいた皆さんです。４月号、５月号、６月号の３回で紹介します。
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●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

む し 歯 の な い 子

にいに、ねぇね達と仲
良く頑張ってます！

なまため　ゆあ ちゃん
毎日歯みがきがん
ばってます！

つむらや　とうか ちゃん
毎日にーにと楽しく歯
みがきしています☆

すずき　なお くん
毎日、歯みがき頑
張ってます。

こんどう　やまと くん

よく磨けました！




